
令和７年度第１回北海道ブルーカーボン推進協議会 

 

日時：令和８年３月 26日（木）13:40～15:45 

場所：北海道第二水産ビル８階大会議室 

出席者：別添「出席者名簿」のとおり 

内容：以下のとおり 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 構成員紹介 

４ 内容 

（１）講演 ブルーカーボンに関する国の取組について 

（２）事例紹介  

①コンブ養殖による藻場の創出・保全活動「北海道ふくしま町“青×蒼”プロジェク

ト」 

②ブルーカーボンに関する取組について 

（３）道の施策について 

①「ブルーカーボンに関する取組の推進方向」の見直し 

②令和８年度 道事業 

５ その他 

６ 閉会 

○議 事 

  

神﨑補佐 ただいまから令和７年度第 1 回北海道ブルーカーボン推進協議会を開催い

たします。 

本日は年度末のお忙しい中、委員・オブザーバーの皆様、また、道内の各

市町村、漁協などからおよそ 100 名の方に傍聴いただいており、感謝申し上

げます。私は本協議会の事務局を務めさせていただいております、北海道庁

水産林務部森林海洋環境課の神﨑でございます。よろしくお願いします。 

（資料確認） 

以上になります。不足等はございませんでしょうか？会場の方で不足等あ

りましたら、こちらの事務局に申し付けください。 

では始めに、本日、協議会の座長を務めます、北海道水産林務部 成長産

業担当局長の山口よりご挨拶申し上げます。 

座長 ただ今ご紹介いただきました、本協議会の座長を務めさせていただきま

す、北海道水産林務部成長産業担当局長 山口でございます。 

本日は、年度末の大変お忙しい中、構成員及びオブザーバーの皆様をはじ

め、多くの皆様にご出席いただき、厚く御礼申し上げます。 

また、ご講演をお引き受けいただきました環境省の小早川様、福島町の尾

崎様、奥尻町の横田様には心より感謝申し上げます。 

さて、道では、令和６年３月に「ブルーカーボンに関する取組の推進方

向」を策定しまして「藻場の保全・創造」「吸収量の評価」「地域における取



組の推進」の３つの柱のもと、施策を進めているところでございます。 

また、現在、2040 年度におけます吸収量の目標設定について、案をまと

め、最終的な調整を進めているところでございます。 

海洋環境が大きく変化する中、ブルーカーボンに対する関心は道内におき

ましても高まっており、漁業振興や地域の活性化に資する取り組みとして、

関係者の皆様と連携しながら着実に推進していく必要があると認識してござ

います。 

今後も専門家でございます構成員の皆様からご助言やご意見をいただきな

がら、取り組みを一層推進してまいりたいと考えておりますので、引き続

き、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

本日は、小早川様から国における最新の動向をご講演いただくとともに、

福島町及び奥尻町の先進的な取り組み事例についてご紹介いただくこととし

ており、大変参考になる内容となってございます。３名の方々、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

また、事務局から推進方向の見直しなどについて、ご説明させていただき

ますので、今後の取り組みの推進に向け、忌憚のないご意見を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

結びに、本日の協議会が北海道におけるブルーカーボンの推進に資する有

意義な機会となることを祈念申し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

神﨑補佐 ありがとうございました。 

それでは、出席者名簿順に、本日ご出席いただいている委員の皆様とオブ

ザーバーの方々を紹介させていただきます。 

（各委員及びオブザーバーを紹介） 

それでは、今後の議事進行につきまして山口局長、よろしくお願いしま

す。 

座長 それでは、次第のとおり進行させていただきます。 

まず、１の講演ということで、「ブルーカーボンに関する国の取組につい

て」環境省地球環境局総務課脱炭素社会移行推進室 小早川 鮎子室長補佐に

ご講演いただきます。よろしくお願いします。 

小早川氏 本日はお招きいただきましてありがとうございます。当地に伺いたかった

ところなのですが、急遽行けなくなってしまいましてご調整含めましてお手

数おかけして申し訳ありませんでした。 

環境省としてもブルーカーボンに関する取り組み進めておりまして、この

ような機会に参加させていただけること、大変うれしく思っております。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

早速ですが、環境省として取り組んでいるブルーカーボンに関しまして、

ご紹介させていただければと思います。（次のページをお願いいたします。） 

もうすでに皆様取り組み進めていただいているところでご存じとは思いま

すが、ブルーカーボンとは一体何なのかというところで、１枚目ブルーカー

ボン、海の中の植物、海水に溶けている CO2 を光合成で吸収するというとこ

ろで、ブルーカーボン生態系として、海藻藻場であったりだとか、海草、潮

汐湿地、マングローブ林などがブルーカーボンというふうに見なされている

ところでございます。 

私たち脱炭素社会移行推進室というところで、気候変動対策として、温室

効果ガス削減だけでなく、CO2 を吸収するという取り組みにも力を入れてい

るというところで、このような取り組みブルーカーボンとしての吸収源対策

というところに主眼を置いた取り組みを本日ご紹介させていただきたいと思



っています。（次のページをお願いいたします。） 

ブルーカーボンには吸収源以外にも、もちろん生物多様性でありますと

か、そういった多面的な価値というところもあり、環境省としてもブルーカ

ーボンの推進を図っているところではございますが、我々、環境省脱炭素社

会移行推進室としては、特にこの CO2 を吸収するというところに着目をして

ございます。 

といいますのも、ブルーカーボン生態系では、日本国として、国連の方に

温室効果ガスの排出量と吸収量を報告しているところになるのですけれど

も、その中で、ブルーカーボンというものをカウントしていますというとこ

ろがございます。左下からマングローブ林と、藻場、海草、海藻の CO2 吸収

といったところはブルーカーボンとして、日本国の温室効果ガスの吸収量と

してカウントをして、毎年、国連の方に報告をさせていただいているという

ところでございます（次のページをお願いいたします）。 

日本の温室効果ガスの吸収量は、森林が８割位を占めているところなので

すが、森林高齢化等が進んでいる中で、吸収量としては年々緩やかな減少傾

向にあるという現状がございます。（次のページお願いいたします。） 

そういった中でもですね、日本国としては温室効果ガスの排出削減と吸収

源対策を進めることによって、2050 年ネットゼロというのを目指すというこ

とを国として決定しているというところでございます。（次のページをお願

いいたします。） 

その中で吸収源対策としては5,000万ｔ程度を2030年では吸収としてカウ

ントをすることを期待しているというところでございます。（次のページを

お願いいたします。） 

吸収源として、森林だけでなくブルーカーボンその他吸収源の確保という

ところを、昨年２月に閣議決定をしております温暖化対策計画の中で位置付

けているという状況でございます。（次のページお願いします。） 

ブルーカーボンとしては 2035 年までに 100 万トン、2040 年までに 200 万

トンというところを目指すというところを謳っているというところになりま

す。（次のページをお願いいたします。） 

その中で、ブルーカーボンとして新たな取り組みというところに環境省と

してチャレンジしているというところでございまして、ここから、そのご説

明をさせていただければと思っております。 

海藻の炭素貯留メカニズムのイメージというところで図を示させていただ

いておりますが、これまで取り組まれている天然藻場からも、先ほどインベ

ントリに計上していますと、温室効果ガスの吸収として日本国としてのカウ

ントをしていますというご紹介させていただきましたが、それよりもかなり

量を稼げることが期待できる方法として、図の下の方ですね、人工的に海藻

を養殖して、十分に深い沖合に沈降させることによって、右下のポツにござ

いますけれども、天然藻場で吸収できる、固定できる量よりも 15 倍程度の

炭素貯留効果が期待されているというところです。（次のページお願いいた

します。） 

ブルーカーボンの大規模実証プロジェクトということで、我々、予算を確

保し、取り組みを進めようと考えているところなのですけれども、具体的に

は例えば、左下の図で左側の沿岸域で海藻を育てて沖合まで運んだ上で、そ

れを十分に近い沖合まで沈降させることによって吸収源としてのブルーカー

ボンの量的な確保に期待を寄せているというところでございます。（次のペ

ージをお願いいたします。） 

この温室効果ガスのインベントリ、先ほどご紹介した日本国としてのブル



ーカーボンの吸収量というところで、こういった沖合に移送して沈降させる

といったような行為は、まだインベントリ計上ができていないという状況で

ございます。 

環境省としては左下にありますように、しっかりとこういったプロジェク

トを推進することによって、インベントリとしてしっかり計上するというこ

とを目指すのと並行してクレジットを創出するという、この両輪を進めるこ

とによって、ブルーカーボンの社会実装を目指していきたい。ひいてはそれ

が、我が国の温暖化対策の目標である 2050 年ネットゼロに繋がっていくと

いうふうに考えているところでございます。（次のページお願いいたしま

す。） 

そのための予算として、令和７年度の補正予算で４億円を確保していると

ころでございます。その具体的な中身としては、先ほど両輪で進めると申し

上げたクレジット化を目指すものが事業内容の①のところでございます。 

それを推進するために、事業内容の③にございますように、ブルーカーボ

ンの推進官民協議会といったようなものを立ち上げ、官民連携をしてプロジ

ェクトを推進していくということを実施していきたいというふうに考えてご

ざいます。 

さらに②の大規模実証プロジェクトの立ち上げ支援というのがございます

が、この大規模実証プロジェクト立ち上げ支援というのが、１個前のスライ

ドでご紹介をしたクレジット創出のための大規模実証の補助事業というとこ

ろの部分にあたりまして、②の大規模実証プロジェクトを立ち上げ支援で

は、国からの補助率３分の１相当というところで、このプロジェクトを推進

していくと。 

さらに、①と③は別途、請負事業を想定してございますが、その中で、実

証事業で得られた知見等も活用しながら、前のスライドでご紹介したような

インベントリ計上とクレジット創出といったようなところの両輪を進めてい

ければというふうに考えているところでございます。（次のページをお願い

いたします。） 

当初予算でプラス１億も取れているところでして、ここはまさに補助率３

分の１の補助のところになっています。 

これらの合計５億円の予算を活用しながら13ページでご紹介したような、

ブルーカーボンの大規模実証とそれを踏まえたクレジット化、インベントリ

計上というところを進めていきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

私の発表は以上となります。 

座長 小早川様、ありがとうございました。わかりやすくまとめていただいたと

思います。 

それでは、委員の皆様から質問やコメントをいただきたいと思います。 

櫻井委員 北海道開発局の港湾計画課長をしています櫻井でございます。 

ご説明ありがとうございました。非常にわかりやすく、スムーズに頭に入

ってきました。 

１点だけお伺いしたいのは、インベントリ計上をこれから目指すというお

話がありましたが、これからどんな形でインベントリ計上にもっていくの

か、もし何かあれば、教えていただけないでしょうか。 

小早川氏 音声がアンクリアでしたので、ご質問の趣旨を間違えていたらご指摘いた

だければと思いますが、インベントリ計上の進め方という理解、ご質問でよ

かったでしょうか。（はい、大丈夫です） 

先ほどご紹介しましたとおり、今投映いただいているとおりですね、その



次のページですかね。そうですねはい、ありがとうございます。 

温室効果ガスのインベントリ計上はですね IPCC（Intergovernmental 

Panel on Climate Change：気候変動に関する政府間パネル）のインベントリ

方法ガイドラインといったものに即して、報告するということに国際ルール

上なってございます。ただIPCCのガイドラインに載ってないからといって、

報告が認められないということはなくてですね、我が国としてしっかりと吸

収量としてのカウントの妥当性が証明できれば報告できるということになっ

ているというのが、まずファクトなのですけれども、現状インベントリで報

告済みなのがマングローブ林と藻場のものであるというところでございま

す。 

先ほどご紹介したような、沖合に移送して沈降するといったような行為に

ついては、まだ IPCC のガイドラインでも記載がないところですし、我が国

も独自の方法としても計上をしているものはない。そもそも、今実証段階で

すので、沖合に沈降するといったような行為がされている事例も承知をして

ないというところが足元の現状の状況となってございます。 

これをどう進めるかというところなのですけれども、先ほど申し上げたと

おり、しっかりと温室効果ガスの吸収固定量といったようなものが証明する

ことができさえすれば、この IPCC ガイドラインでなくても我々が国として

の報告をすることは可能です。 

一方で、現在 IPCC の方で CDR（Carbon Dioxide Removal：二酸化炭素除

去）に特化した新たなガイドラインといったようなものの検討が進められて

おりまして、2027 年末にこの CDR に関する方法論報告書というものが公表さ

れる予定です。 

この中で、こういったブルーカーボン等を扱いうるアウトラインが公表さ

れているところなのですけれども、扱いうるという状況で、承知をしている

ところでして、我が国としても、こういった IPCC ガイドラインに方法論等

が掲載されれば、それに則ってインベントリの方で計上しやすくなるといっ

たようなことから、可能な限りこの実証等で得られた知見等をですねしっか

りと IPCC のガイドラインの方に反映させていけるように取り組んでいった

上で、こういったブルーカーボンの取り組みがインベントリとして計上でき

るように、国としても取り組んでいきたいなというふうに考えているところ

でございます。お答えになってますでしょうか。 

櫻井委員 ありがとうございました。 

内田委員 北海道開発局水産課の内田です。すいません、もしかしたら、とんちんか

んな質問になってしまうかもしれないのですけれども、１点ちょっと教えて

ください。 

ブルーカーボンについては、確かＪブルークレジットっていうことでジャ

パンブルーエコノミー技術研究組合さんの方で、クレジットの背景ができて

いるというふうに思っていたんですけれども、そちらとの関係について、ど

ういう関係なのか、ちょっとすいません。教えていただければと思います。 

小早川氏 JBE さんのクレジットとの関係というところでの理解をいたしました。 

まず、インベントリとクレジットは別物ということで、インベントリは我

が国として、国連に報告する排出・吸収量というところになります。 

クレジット化を目指すと申し上げたところとの関係でいきますと、JBE さ

んのクレジットについては、ボランタリークレジットというところで、温室

効果ガスだけではなくいろんな多面的なところも評価されているものという

ふうに承知をしているところでございます。まだクレジット化はできていな

いと、これから我々が取り組もうとしているところとしては、コンプライア



ンスクレジットを目指した形で、とりわけその沖合沈降を念頭に置いたもの

を、クレジットを創出することを目指すというところの違いがあるというふ

うに承知をしているところです。 

内田委員 全く別物で動いているっていう、そういうことでよろしいでしょうか。 

小早川氏 すいませんお声がアンクリアでして、もう一度ご質問よろしいでしょう

か。 

内田委員 基本的に別の物として動いているという、理解でよろしいでしょうか。 

小早川氏 そうですね、別のクレジット化を目指しているというところでございま

す。一方で JBE さんの方法論、かなり進んでいると承知をしておりますの

で、インベントリ計上でありますとか、我々の検討するクレジット化の中で

も参考にさせていただいているところではあります。 

内田委員 ありがとうございました。 

座長 

 

国の方では沖合養殖の沈降とかの関連では、コンプライアンスクレジット

を目指しているということで、よろしいですよね。それで、JBE さんのボラ

ンタリークレジットは、現状のまま進んでいくっていうこという理解でよろ

しいでしょうか。 

小早川氏 はい、ご認識のとおりで大丈夫です。 

座長 ありがとうございます。それでは、他にございませんでしょうか。 

仲岡委員 北海道大学の仲岡と申します。講演ありがとうございました。 

人工藻場からの深海貯留のところで、やはり CCS（Carbon dioxide 

Capture and Storage:CO2 を回収して貯留する。）となると、現在のロンドン

条約の深海へのゴミの投棄とは違うというところで法整備や条約のいわゆる

整備などが関わってくると思うのですが、これは環境省としてはどのような

アプローチをしていく、あるいは環境省以外の外務省とか他のところがそれ

に取り組むのか、そういうところの現状を教えていただけませんでしょう

か。 

小早川氏 ご質問ありがとうございます。ロンドン条約との関係、状況というところ

でご質問を承りました。 

まずロンドン条約上ですねこういったブルーカーボンの深海沈降といった

ようなものの扱い、まだフィックスしたものがございませんというのが足元

の状況でございます。一方で制限がかかる可能性があるリストとして、テー

ブルされているという状況も承知をしているというところでございます。 

今回のまず実証に関して申し上げれば、ロンドン条約、環境省の水局の方

で担当させているところもございますので、そことの調整はさせていただい

ているところでして、ロンドン条約上もですね実証であるとか、研究開発目

的といったようなところの制限はされていないというところになってござい

ますので、その範囲内で実施する限りロンドン条約上は規程に反しないだろ

うというところが相談をできているというところでございます。 

一方で、これをいつまでも研究開発でとどめることを目指しているわけで

はなく、社会実装を目指しているという取り組みになりますので、その段に

なったときにロンドン条約上どうなるのかといったようなところは、まさに

まだロンドン条約上の国際交渉が先ほど申し上げたとおり、なかなか進んで

いないというところなので、ロンドン条約上の扱い、言い方といったところ

はしっかりと横目に見ながら、実施をしていく必要があるだろうというふう

に考えているところでございます。 

一方で、実質的にやはりこういった行為が環境に影響があるというところ

になってくると、それはそれで環境省としても、十分注視しなければいけな

いものだというふうに考えているところもございますので、先ほどご紹介を



した事業の中でもですね、環境省独自で環境影響といったようなところをど

れだけ配慮する必要があるのかといったようなところの科学的知見というと

ころも、収集をしながら進めていくということを考えております。 

仲岡委員 ありがとうございました。 

座長 それでは会場とウェブで傍聴されている方からのご質問を承ろうと思いま

すが、会場で何か、ご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。よろしいで

しょうか。ウェブの方は何か来ていますか。（ありません。）わかりました。 

ではこれで環境省の小早川様の講演は終了したいと思います。小早川様ど

うもありがとうございました。 

（ありがとうございました。引き続きよろしくお願いします。） 

続きまして、各地域のプロジェクトの取り組み事例などをご紹介いただこ

うと思います。 

初めにコンブ養殖による藻場の創出・保全活動「北海道ふくしま町“青×

蒼”プロジェクト」と題しまして、福島町産業課水産係長 尾崎 司宙様に発

表いただきます。よろしくお願いします。 

尾崎氏 ただいまご紹介いただきました、福島町役場産業課水産係で係長を拝命し

ております尾崎と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

福島町のコンブ養殖による藻場創出・保全活動「北海道ふくしま町“青×

蒼”プロジェクト」のご紹介をさせていただきます。 

要点といたしましては、ブルーカーボンの取り組みに当たりまして、養殖

昆布を活用したものとなっておりまして、今回の事例紹介では、福島町がな

ぜ養殖昆布を行っているか、そしてどのような着眼点で、取り組み始めたか

というところを主体に発表していきます。（次のスライドお願いします） 

まず福島町について簡単にご紹介すると、渡島半島最南端に位置してお

り、山登りをされる方には有名な大千軒岳という山がありまして、山と海に

囲まれた自然豊かな町って言われておりまして、漁業、水産加工業が基幹産

業であります。（次のスライドお願いします） 

他の町と比べて特徴的な点としましては、お手元の資料にあるかと思いま

すが、大相撲の横綱の千代の山と千代の富士という大横綱を輩出した日本唯

一の町であります。また世紀の大工事と言われておりました、青函トンネル

の北海道側の工事基地となった町でもあります。町の規模を示す人口につき

ましては、青函トンネル工事最盛期では 1 万以上おりましたが、完成ととも

に人口は減少に転じてしまいまして、現在では 3,200 人ほどとなっていま

す。 

次に福島町の漁業の変遷についてお話しします。福島町は 1447 年文献に

残っている情報によりますと、北海道でのニシン漁の発祥とされておりまし

て、昔からイカやコンブなどが豊富な漁場とされておりました。年代が飛ん

でしまいますが 1968 年には、スルメイカの水揚げが 1 万 8000 トンを記録し

ておりまして、このスルメイカ漁の発展に伴いまして、先ほど申し上げた水

産加工業も発展をしてきております。そのおかげで、今でもスルメの生産量

国内有数とも言われています。しかしながら、天然資源につきましてはやは

り減少の傾向が見られておりまして、地先の環境に適合した漁業振興へ舵を

切らなきゃならないっていう考え方が生まれまして、1970 年から福島町に吉

岡地区という場所がありますが、そちらの漁業者がつくり育てる漁業という

ことで、マコンブの促成養殖試験を行いまして、1981 年に現在の方法が確立

されて生産量が増加。今では、福島町の養殖昆布ということで、町の水揚げ

高、金額ベースでおよそ６割を占めるようになっています。（次のスライド

お願いします） 



次に福島町のマコンブ養殖についてご説明いたします。一般的に天然の海

域にあるコンブにつきましては、福島町では天然昆布という言い方で漁を行

うのですけれども、発生から２年で出荷サイズになりますが、促成コンブで

は人為的に１年で出荷サイズに成長させる手法となっております。 

福島町では親となるコンブを自前の海域から捕ってきて、母藻として遺伝

的な配慮をしながら促成コンブを行っているものとなりまして、概ね 10 月

頃に親のコンブから採苗という過程を踏み 12 月から１月頃にかけて海で成

長を始めます。概ね、今の時期（３～４月）から間引きと言われる作業が始

まりまして、６月頃から本格的に出荷されるコンブを収穫し、乾燥作業を経

て９月から 10 月にかけて出荷というプロセスを踏んでおります。（次、お願

いします） 

このように天然の資源が少なくなったところで養殖コンブに着目をしたと

いう背景がありまして、なぜ、ブルーカーボンプロジェクトに着目したのか

ということの説明を行っていきます。 

まず、取り組みを行うまでの背景の 1 つとしましては、環境的要因があり

まして、よく言われているお話しではありますが、海洋環境の変化による天

然資源の減少ですとか、地球温暖化による高水温化や磯焼けなどの問題が、

全国的にもありますし、福島町でも同様の問題になっているところでありま

す。 

これまでも磯焼け等の対策では、雑海藻の駆除ですとか、ウニの除去など

の藻場保全活動を行って参りましたが、低気圧によるシケの被害の激甚化で

すとか、最近では特に顕著になってきたのですが、高水温によるコンブの生

育不良などの気候変動による悪影響が出てきたところで、気候変動対策に貢

献したいと考え方が生まれてきたところで、養殖昆布に着目したというのが

環境的な要因になります。（次、お願いします） 

地域社会におきた要因について説明をします。 

先ほど説明したのですけども町の人口減少ですとか、あとはもう日本全体

取り巻いている少子高齢化の影響で、漁業者が減少しているという傾向は福

島町でも同様に見られておりまして、何もしなければ養殖昆布を行う人の力

が減ってきてしまう懸念があります。そのため、養殖昆布を減らさない、増

やすために「ヒト・コト・モノ」という視点を設けまして、様々な取り組み

をこれまで実施をしてきております。（次のスライド、お願いします） 

具体的な取り組みとしましては、漁業者の生産活動の中で、養殖ロープを

追加したり、ちょっと余談になりますが、養殖昆布をウニの餌として活用し

たこともあります。漁協では漁業者の養殖昆布への参加促進、具体的には後

ほどご説明いたします。町においても、金銭的な支援を行うことで、担い手

確保を行っております。（次、お願いします） 

町として行った取り組みの中の一つとして、これは PR になるのですが、

昨年、ウニ、昆布の種苗生産センターが完成して新しい施設でより良い種苗

を供給する体制を整えたところであります。また、養殖昆布を行うにあって

は、係留施設を天然の海域に整備する必要がありますが、それも町の方で整

備を行っております。 

漁協の取り組みとしましては、これまでに売り物にならなかった昆布を収

益化する取り組みが行われておりまして、ここ５～６年の間で取り組みの拡

大を見せておりますし、あとは今、いか釣りですとか、まぐろ漁業の方が大

変厳しい状況おかれているということで、昆布の間引き作業であれば、漁期

外に作業できることから、養殖昆布の間引き作業で生昆布の製品を作るとい

ったところのみに参加する取り組みも行われています。（次のスライド、お



願いします） 

これら様々取り組んでおりまして、生産量は増加傾向が見られておりまし

て、漁業者の数にもよるのですが、ほぼ横ばいか増加傾向となっておりま

す。ただ 2016 年の４月に低気圧が来てしまいまして、施設が大きな被害を

受けており、この時は昆布の生産量が落ち込んでしまったのですけど、これ

は先ほどご説明した低気圧災害を防ぐという考え方につながっております。

（次のスライド、お願いします） 

このような背景から、養殖昆布を漁業で気候変動に貢献するためには作る

人 1 人当たりの数を増やす、減らさないことが重要となってくるのですが、

やはり、町・組合だけだと限界があるということで、J ブループロジェクト

を活用して活動の継続維持ですとか、加速化を目指そうということで、自分

たちはどのような申請を行うのか考えた結果、非常に単純な考え方にはなる

のですけれども、養殖昆布がどのぐらい二酸化炭素を貯留しているか、固定

しているかを調べて申請してみようということで、取り組みを開始しており

ます。（次のスライド、お願いします） 

これが概要としてまとめたものになりまして、今認証を受けたものが、令

和元年から令和５年までの貯留量になりまして約 369 トンの認証を受けてお

ります。（次のスライド、お願いします） 

ここからは、実際にどのような調査等を行ったかと結果について簡単にご

説明をいたします。やったことは非常に単純なのですが、養殖昆布を着生さ

せるロープ、福島町では種苗ロープとか言ったりするんですけども、これが

どの程度あるかを図面ではなくて、実際に海に入っている量を確認しようと

いうことでドローンで空撮をして、航空写真を活用して測定を行っておりま

す。（次のスライド、お願いします） 

その結果、実際に認証を受けた令和５年の結果によると、種苗ロープが

1,759 本、距離にして合計 204.9km のロープがあり、図面上で把握している

より多いことがわかっています。 

また、調査を行う課程で、ロープには養殖昆布以外の雑海藻類、今の時期

ですとワカメ等がよく付くんですけども、そんなものが付着しておりまし

て、ここはちょっとまだ実際に算定等は行ってないんですが、今後、含めて

いければ良いなという考えは持っているところであります。（次のスライ

ド、お願いします。） 

もう一点の調査としては、実際に昆布がどのように成長しているか調査を

行いました。これは、地元で実際に養殖昆布を行っている漁業者の方にお願

いをしまして、１株あたり何枚あるか、昆布の実際の長さ、重さを計測する

とともにそれぞれの成長の比較や水分、炭素の成分分析を行っております。

（次のスライド、お願いします） 

こちらは、ご覧のとおりになるのですが、時期が夏になるに従って 1 枚の

重量がどんどん増えていくという結果を示しております。（次のスライド、

お願いします） 

こちらは、付帯的なものになるのですが、間引き作業を行うことによっ

て、昆布が成長するというのが、漁業者の方は感覚的にやっていたのです

が、図らずもそれが実証されたという結果も得られました。（次のスライ

ド、お願いします） 

含水率などももちろん計測しております。数値など後ほどご覧いただけれ

ばと思いますが、これを基に令和元年から令和５年までの吸収量が 369 トン

という結果が得られております。 

最後に、先日申請作業を終えたばかりなのですが、令和６年から令和７年



度までの結果を記載しておりまして、令和６年では養殖ロープが 1,764 本、

204km で吸収量としては 124.5 トン。令和７年では養殖ロープが 1,714 本、

長さとしては 197.9km で吸収量としては 128.6 トンという算定がされており

ます。スライドとしては以上になるのですが、苦労した点として伺っていた

のは、先ほど調査をして、実際枚数を図ったとお伝えをしたのですが、非常

に時間がかかる調査でありまして、私も何度か同行しているのですけれど

も、何回目かわからないぐらいで、ようやく半日で終わるようになったと聞

いておりまして、立ち上げ当初は丸一日作業と伺っておりますし、また、沖

で暑い中、作業をしながらやり方を作っていくのが一番大変だったと各担当

者から伺っております。 

また、今後の取り組みとしては、やっていること自体は養殖昆布の維持増

大にはなりますので、それに資する取り組みにクレジットを活用していきた

いと考えております。 

では、以上で終了となります。ご清聴ありがとうございました。 

座長 ありがとうございました。それでは委員の皆さまからご質問ですとか、コ

メントなどいただければと思います。いかがでしょうか。 

内田委員 ありがとうございました。J ブルークレジットの申請を新たに始められた

ということだと思います。まだこれからだと思うのですけれども、クレジッ

トを購入された方について、どこら辺に売っていこうなのかっていうのは見

込みというか、どういった方々が買うのか、この辺り見込みでもよいのでち

ょっと教えていただければと思います。 

尾崎氏 漁組さんの方でクレジットを管理することとなっておりまして、今実際に

売れたものが一部ございます。それに関しては、地元の建設業者が買い取り

をしていただきました。建設業者といいますのが、この調査にもご協力をい

ただいている業者になります。 

具体的な販売ターゲットっていう部分については、まだ正直煮詰まってい

ないところではありますので、今後考えていきたいと思います。 

内田委員 追加でもう一つ聞いてもよろしいでしょうか。 

おそらく、クレジット化はいろいろな技術的な課題も出てくるかもしれま

せんけど、買ってくれる方々がどういったニーズがあるのかっていうのが、

おそらく、この制度が広がってくるときの肝かなというふうに私は思ってい

ます。 

よろしければその買った会社さんがどういったことを狙われて買われたの

かというのをちょっと教えていただければ、大変参考になります。お話でき

る範囲で結構です。 

尾崎氏 正直私も細かいところまで伺っているわけではないのですけれども、買わ

れた会社というが海洋関係の土木も手がけている会社であるのと、わりと昔

から漁業に限らず、地域の子供たち向けに写生会を企画していただくとか、

そういった活動をされている業者でありますので、おそらく地域貢献の一環

という風になるかとは思慮しております。 

内田委員 ありがとうございました。 

櫻井委員 北海道開発局計画課長の櫻井です。ご説明ありがとうございます。 

こういった取り組みをする際には、漁業者の協力が必要不可欠である中

で、福島町さんの場合は、スムーズに漁業者の方にご理解いただいたのか、

時間かけて説明されていたのか、それとも漁業者が自主的にされていたの

か、教えていただければと思います。 

尾崎氏 まずそもそもブルーカーボンの取り組み自体が、すでに実施されている養

殖昆布の作業の一環でできるということが大きなポイントでありまして、特



に時間をかけることなく、とりあえずやってみようという感じで素直に始ま

ったと伺っております。 

櫻井委員 先ほど調査に結構時間がかかったとの話があったので、初めはこんなにか

かるのかみたいな感じでしたが、大分皆さん慣れてきて、少し大変だけどや

っていこうみたいになっているということでよろしいですかね。 

尾崎氏 漁業者自体は昆布を捕ってくるまでの協力になります。計測に時間を要す

るということですので、そちらに関してはなんとかやっております。 

櫻井委員 わかりました。ありがとうございます。 

仲岡委員 どうもありがとうございました。 

簡単な質問なのですが、JBE のクレジットの申請は毎年単位でできると思

うのですけれども、福島町のこのプロジェクトの場合は、令和元年から５年

度、あと次また２年分というふうに、年を幾つかまとめて行ってらっしゃる

ようなんですが、それはプラクティカルに何か理由があるとか、やはり計測

も大変だし、時間がかかって毎年やるのは厳しいとか、なんかそういう事情

とか何かあるのでしょうか。 

尾崎氏 おっしゃっていただいたとおりで、計測をやってまとめる作業が結構な労

力になっておりまして、組合や町にも余裕がないということで２年分まとめ

た方が楽ということで行っております。 

仲岡委員 はい、わかりました。 

座長 申請の際に苦労がかなりあるということで 

尾崎氏 データを作るまでが大変と伺っております。 

座長 測定とかは、組合とか役場の方も参加されているのでしょうか。 

尾崎氏 そうですね。やるぞという話になりますと、私も船に乗って昆布を捕っ

て、その場で数を数えて、港に戻ってきて計測まで実施するといったことを

町と漁協職員とでやっております。 

座長 ご苦労されている状況がよくわかりました。 

委員の皆様からはよろしいでしょうか。それでは会場参加の方からいかが

でしょうか。 

（会場）

吉田氏 

アルファ水工コンサルタント吉田と申します。 

大変興味深いお話ありがとうございました。ちょっと確認したかったのが

１点ございまして、今申請中のＪブルークレジット、Ｒ６とＲ７でロープの

長さが変わっている結果になっていると思うのですけども。こちらは例えば

養殖の施設を、増やすとか減らすとかっていうのが毎年あるのかどうかを確

認したかったのですが。 

尾崎氏 毎年ではないのですが、漁業者によって高齢で廃業される方ですとか、そ

の空いた場所に誰かが参入されるケースが多いのですけど、たまたま辞める

方が多いと、なかなか参入しきれないというケースがあったりします。それ

で減っていると把握しております。 

吉田氏 ありがとうございます。 

座長 他に会場、ウェブ参加者から質問等はありませんでしょうか。 

（ウェブもありません） 

では、これで尾崎様の発表を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。それでは事例発表の２つ目ですね、ブルーカーボンに関する取り組み

についてということで奥尻町産業振興課長の横田 稔様、お願いいたしま

す。 

横田氏 皆さんこんにちは。奥尻町の産業振興課長をしております横田です。よろ

しくお願いします。ブルーカーボンに関する取り組みについて講演をさせて

いただきます。この度は、北海道ブルーカーボン推進協議会に係る講師とし



て依頼いただき、ありがとうございます。 

簡単に、自己紹介の方をしたいと思います。私はですね、生まれも育ちも

奥尻島でして、奥尻高校卒業後は奥尻町役場に勤務して、水産には通算いた

しますと、勤務年数の半分以上は携わっているというところで、長年水産業

を見守っておりますが、島の水産業は年々やっぱり衰退してですね、漁業者

の減少、水揚げの減少、後継者不足といったことは、どこの地域でも課題に

なっていると思います。そのため、当町では、早くからブルーカーボンの取

り組みを行い、成果が徐々に出てきておりますので、そのあたりを中心にお

話しできればと思います。 

早速ですが、１点目ブルーカーボンはなぜということで、なぜホソメコン

ブと２ページ目にですね、奥尻島ホソメコンブとは、と説明をしておりま

す。 

ブルーカーボンの取り組みを行うにあたり、まず同程度の、脱炭素量とな

るのであれば、他地域と差別化できる海藻、歴史的な要素、うちの特産品の

キタムラサキ（ウニ）の餌といえば、海藻が連想されるということで、ホソ

メコンブをですね、やはり使っていければというところで海藻養殖の選定を

させていただいております。 

当初、文献や天然のホソメコンブでは、葉の長さは１メートルから２メー

トル、幅５センチから 15 センチ程度となっていましたが、まず養殖試験を

行ってみようということで実施したところ、関係者、漁業者がびっくりする

成長で、葉の長さは５メートル以上、幅も 30 センチ以上に生育したところ

でございます。 

３ページ目では、活動を行うにあたり組織した奥尻地区海藻生産・活用調

査検討協議会の紹介です。組織には、奥尻町の田中副町長を会長に、副会長

には漁協青年部川瀬部長に、海藻活用研究会は函館の業者です。函館開発建

設部など産学官連携で取り組みを進める組織となっております。 

４ページ目、今回のプロジェクトでは、サステナブルアイランド奥尻と称

し、新たな海藻養殖ホソメコンブの展開とともに、海底堆積による CO2 貯留

を見込み、天然藻場再生にも期待しているということです。 

５ページ目、奥尻モデルはブルーカーボン創出の考え方としては、まず養

殖事業で生み出されているブルーカーボンをしっかり明確化するという点が

あります。あわせて、新たにブルーカーボンを生み出すことや、天然藻場の

再生につながる取り組みとして整理しています。 

これによって、資源回復を自然の力に任せるだけではなくて、もう一歩踏

み込んだ取り組みとして考えたものです。具体的には、ブルーカーボン創出

用の養殖を行い、収穫せずに海底に炭素として貯留する方法をとっていると

いうところになります。 

６ページから７ページ目では、実際に JBE へクレジット申請した際の概要

書となっております。 

１年目の令和６年度では、特徴としては、潜水調査によるホソメコンブの

成長や養殖の全体像の見える化を空撮等により、養殖施設の位置、ロープ長

の測定、産学官連携により、精度の高い各種調査測定が挙げられます。クレ

ジット対象認定吸収量はちょっと少ない 0.5 トンになっております。 

２年目の令和７年度です。ブルーカーボンの取り組みだけでなく、環境生

態系保全と、クリーン社会の構築、ブルーカーボンの取り組みによる地元水

産業のブランド化を図り、より持続可能な取り組みを目指します。後半でち

ょっと詳しくお話したいと思います。クレジットの認証対象の吸収量は、施

設の増加により 1.3 トンとなっております。 



８ページ目は、養殖施設の海中の状況です。ちょっとスライドでは見づら

いのですがこのようになっております。 

９ページから 11 ページでは、ブルーカーボンクレジット申請の調査の詳

細を掲載しております。９ページは、現地図面と調査行程となっておりま

す。調査内容の全体工程を１から５と順に示しております。まず 1 としまし

て、あらかじめサンプル箇所に、ピンクフロートでマークした縦綱４本を収

穫し、定規で縦綱と縦綱の間隔１ｍを確認ということで、現地での確認作業

を行っております。 

２番としまして、ロープから切り離し、縦綱のロープの延長が５メートル

を確認ということで、それぞれ、縦綱のロープの長さをきちんと確認すると

いうのが大事となっています。 

３番目が重量測定です。こちらはＡからＤの４本のホソメコンブで重量

311.1kg という形になっております。 

で、11 ページ。５番目は、測定した葉３枚を選定して、含水率測定に用い

る検体の確保、冷蔵保存となっております。実測では含水率は 83.2％となっ

ており文献を確認したところ、近い数字であったことから、実測値を使用し

ております。 

次はですね、交付式での写真と J ブルークレジット発行認証書になりま

す。桑江先生と一緒に写っています。 

J ブルークレジットでは、関連する活動となっております。ブルーカーボ

ンの取り組みを持続的に行うには、クレジットとして購入されるかいかんに

かかっているものと思います。当初は、認証ケースも少なかったんですが、

今年度のプロジェクト認証数は 52件と聞いております。 

それに伴い、クレジットの譲渡数が増加することで、売れ残りの心配がご

ざいます。奥尻では、島と関係性のある企業、例えば北海道エアシステムや

奥尻アイランドフェリーなど、漁業者みずからが赴き取り組みを紹介、意見

交換を行っています。そのおかげで初年度の方は、0.5 トン 5 口全てが完売

となっております。令和７年度は最大 13 口となっておりますので、これか

らセールスを行って完売に向けて動いていきたいと思っております。 

13 ページでは、漁協青年部のブルーカーボンなどの取り組みが高く評価さ

れ、第 30 回全国青年女性漁業者交流大会で最高賞の農林水産大臣賞を受賞

しております。 

14 ページでは、今回、北海道開発局内田水産課長の出席をいただいており

ますが、この度、奥尻地区マリンビジョンは地域の目指す姿及び取り組みの

内容に独創的、先駆性が認められ他地域のモデルとして評価をいただき、モ

デル地域に指定されました。ひとえにゼロカーボンの取り組みが評価された

ものだと思っております。 

15 ページでは、奥尻町と大手企業による連携協定です。ブルーカーボンを

活用した脱炭素社会実現に向けた連携協定が締結されました。 

奥尻町は水産物の付加価値向上に向けた、商品ブランドの確立に取り組む

とともに、オーガニック水産物やブルーカーボンの創出面として注目されて

いる海藻類の生産拡大を目指しています。 

一方、大手企業は、海草海藻再生事業において、カーボンクレジットの認

証取得や産学官連携による大規模ブルーカーボン創出の検討を進めており、

それぞれの知見を結集し、カーボンニュートラル社会の実現と奥尻町の地域

創生の加速を図るものです。 

北海道奥尻高等学校生徒による大阪関西万博での発表による海洋学習で

は、環境省賞、セブン＆アイ賞を受賞するなど、ブルーカーボンの取り組み



が次世代へ引き継がれている状況です。 

今後の取り組みについての前に、なぜブルーカーボンなのか、というとこ

ろで皆さん、私たち 1 日の呼吸で排出する CO2 の量はご存じでしょうか。約

１キロと言われています。そうなりますと年間で 370 キロ程度になるもので

す。世界の人口は 82億 3,200 万人、日本の人口1億 3千 3百万人。生きてい

るだけで途方もない CO2 が排出されていることになります。以前は、自然の

力によって CO2 吸収量とのバランスが保たれていましたが、生活が便利にな

ればなるほど CO2 排出量が増加していっています。自然の森林だけでオフセ

ットできない状況からブルーカーボンなのです。 

海に囲まれた島国日本では、ブルーカーボンの宝庫といえるところです。

国連でもブルーカーボンの重要性が報告されています。陸のグリーンカーボ

ンがありますが、高齢な植林が多く吸収量が減少し、CO2 の新たな吸収減と

して海のブルーカーボンが注目されています。 

次に、今後の取り組みについてです。 

16 ページから 21 ページでは、こちらの高校生の作成した資料を今回引用

させていただきました。高校生もですね、課題として、地球温暖化を挙げて

います。影響は奥尻島にもということで、100 年で気温は全世界では 0.77度

上昇、日本では 1.4 度上昇、奥尻島では 3 カ年平均で気温 1.3 度、水温でい

きますと 1度上昇しております。 

18 ページでは、課題解決に向けて、奥尻島ではブルーカーボンや藻場保全

に取り組むだけでは解決が難しいと高校生も考えております。ブルーカーボ

ンに繋がる取り組みとして、ホソメコンブを原材料とした、化粧水の商品

化、海藻を守るためウニ殻を使った商品の開発により 21 ページにあるよう

に、持続可能な取り組み循環型奥尻を目指します。 

22 ページ、まとめになります。ホソメコンブの活用方法は、奥尻町は目指

す取り組みとして有効である。実際にクレジット申請に取り組んで課題も見

えてきました。 

クレジットだけではなかなか活動経費まで至らないということで、連携で

きる関連企業が必要と、クレジットが購入されるように、さらなる差別化が

必要と思います。当町では関心のある企業が多く、海面の活用においても漁

業者、漁協がですね柔軟な対応をしていただいている点が、そこが成功の秘

訣になっていると思います。 

奥尻町は、環境問題への取り組みについて、企業等と積極的に協働できる

体制が構築されています。ブルーカーボン取り組みの先進地として活動をＰ

Ｒし、観光資源としても、今後活用できると思っております。やはり個々の

力だけでは活動はうまくできない、企業の方々もそうだと思うのですが、そ

れぞれが得意なところがあると思います。 

今回で言えば、海の作業は漁師の方々、分析などは大学、書類整理等は企

業の方々、調整はやっぱり役場などです。このように協働できるとそれぞれ

にメリットが生まれ、企業にとっては、環境問題に取り組む姿勢が、企業イ

メージを大幅に向上させるものと思います。 

最後になりますが、地球温暖化について資料でもありましたが、海水温の

上昇、海が変わって今まで獲れた魚がとれなくなった。日常生活において

は、少しでも CO2 を排出しない生活活動を心がけ、地球温暖化対策が、私ど

もの世代で終わらず、次世代に引き継がれるように願っております。このよ

うな活動に１課長でありますが、奥尻町は進んでいくと思っております。ご

清聴ありがとうございます。以上ですが、ここで時間がちょっとありますの

で動画を用意しております。 



（DVD 上映：奥尻高校生徒によるウニ殻を活用したサステナブルビジネスの

取り組みについて説明があった。藻場保全等で採取したウニ殻から色素を

抽出し、トートバッグ等の製品として製作・販売（観光土産品、ふるさと

納税返礼品）を行うほか、抽出後の残渣を肥料化し島内農家へ供給するな

ど、地域内での資源循環を図る内容であった。あわせて、廃棄物削減及び

CO2 排出抑制への寄与並びにウニ殻の島内完全循環の実現を目指す取り組

みである旨の説明があった。(約５分)） 

皆さんちょっと今回の趣旨からは少し外れるような動画になりますが、何

を言いたいかといいますと、ブルーカーボン、クレジットその周辺には様々

な可能性が広がっているという点です。まずはクレジットの創出を進めてい

くことが基本となりますが、それに派生して、例えば養殖事業などについて

も、企業の参入可能性が見えてきております。奥尻においても、大手企業に

よる試験養殖への関心が高まっているところです。 

また、現在取り組んでいる高校生の活動についてですが、起業に向けたプ

ランづくりを進める中で、すでに１名が高校生のうちに個人事業主として起

業するに至っております。このように、環境分野への関心を入口として、主

体的な挑戦につながっている点は非常に意義深いものと考えております。 

本来であれば、もう 1 本動画をご紹介したいところではありましたが、時

間の都合上割愛させていただきます。ただ、先ほどの内容からも、若い世代

のプレゼンテーション能力の高さは十分に感じていただけたのではないかと

思います。現在の高校生はここまで成長しており、こうした人材を地域で育

てていくこと、こういった子供たちが奥尻島にとっての財産であると考えて

おります。最後にその点をご紹介させていただき、私の講演を終わらせてい

ただきます。以上です。 

座長 横田様本当にありがとうございました。高校生も巻き込んでブルーカーボ

ンだけではなく、その派生する様子、皆さんが取り組んでいる様子が本当に

よくわかると思います。 

それでは、委員の皆さまからご質問などいただきたいと思います。 

堀委員 楽しい発表どうもありがとうございました。若い世代も取り込んでブルー

カーボンの活動を地域社会全体の動きにされている、本当に素晴らしいこと

だと思います。 

それに加えてですね、私ウニのことの方もちょっとお聞きしたいなと思っ

たんですが、今回ですね、こういったブルーカーボンの活動で昆布の養殖を

して下に落とすという活動をされているわけなんですけども、活動している

場所とですね、してない場所、比較することもあるんですけども、活動する

ことによって、ウニの状況なんか改善してきたとか、例えば、ウニの食害が

ですね、この、いろいろ流れ藻があることによって、天然の方のちょっと影

響が緩和されるとか、ウニの身入りが改善されるとかですね、そういったウ

ニの方の変化っていうところ、もし、今の段階でわかっている所があれば教

えていただきたいなと思います。 

横田氏 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。まずですね、やはり養殖昆布をやることで自然海

に胞子がでることによって海岸の方も昆布の繁茂がちょっと良くなっている

のかなと。うちの町長も昔からですね、どんどん養殖をやれと。やっぱり胞

子が飛んで、天然藻場が回復するんじゃないかというところはやっぱり期待

として持っております。 

ウニに関してはですね、やはり下に落とすことで、下にいるウニの身入り

が良くなったりとか、漁師の方はそちらの方もちょっと頭の中にありながら

活動に当たっておりまして、やはりウニの漁業生産というのも、大事なとこ



 ろでございますので、そちらの方にも活用があるのかなと。 

堀委員 ありがとうございます。 

継続する方が大変だということがよくわかっているのでちょっとやっぱり

言いづらいのですけども、そちらの方ももしデータが取れて、発表していた

だけると、かなり水産業界が元気になる、一つ良い事例だと思っていますの

で、よろしくお願いします。 

横田氏 今後考えていきたいと思います。 

座長 他に何かございませんでしょうか。 

吉村委員 発表ありがとうございます。 

まず、一つ確認なのですけれども、ホソメコンブの養殖の母藻は地場の物

を使った種苗糸でやられているのでしょうか。 

横田氏 はい、ありがとうございます。 

まず種苗糸はですね、当初は松前町さんから購入してきたものでやってい

たのですが、今年あたりから、地場のものを使って、種苗生産をするという

ところで、アワビ種苗センターもございますので、そちらの一部を使ってや

っていくと。あと他の研究者さんからの支援をいただいて、大学の先生方の

ところなんですが、それで地場のものを作っていくという形になっておりま

す。 

吉村委員 ありがとうございました。 

あと、もう 1 点なんですけれども、ウニの話ともう 1 つ商品がありまし

た。化粧品みたいな。これはアルギン酸を利用しているのでしょうか。 

横田氏 これはですね。ちょっと待ってください。 

これは、ホソメコンブの乾燥昆布を使って作っていると言っていました。 

吉村委員 保湿効果みたいなものでしょうか。 

横田氏 コンブのネバネバ成分みたいなものが、そういう形になります。 

吉村委員 わかりました。 

座長 よろしいでしょうか、他には。 

内田委員 藻場を保全するために、ウニを除去する。獲ったウニの殻を商品にするっ

ていうのは、すごく良いアイデアだと思って聞いていました。 

このアイデアは、高校生が考えられたのでしょうか。 

横田氏 

 

 

 

 

金融公庫さんのビジネスコンクールっていうのが全国的にやられているん

ですが、今回初めて奥尻高校からも２件出しまして、その中で、どんなのが

ビジネスになるかっていうところで、今回ウニ関係で２件作っていただい

て、それで今回、ウニ殻を使ったりとかでビジネスをしてみようということ

で、できあがっています。 

内田委員 僕もこの前（ウニ殻で作ったランタンを）見させてもらったんですけど、

結構できが良いんです。 

よかったら、今、電気つけて、ちょっと照らして、少し皆さんに見せてい

ただくと良いかと思います。 

横田氏 （ウニ殻ランタンを点灯。委員らから「すばらしい」の声） 

今後、漁業者さんの EC サイトで販売します。化粧水とともに乗りますの

で、興味のある方はぜひご購入ください。 

座長 ありがとうございます。他になにかありませんでしょうか 

櫻井委員 非常に良い取り組みで、すべてがウイン・ウインみたいな感じで、プレゼ

ンも含めてよかったと思います。やっぱりこれだけ惹きつけるようなプレゼ

ンと内容を見ますと、企業などもこういった取組を知れば注目するんじゃな

いかと思いました。航空会社の話もありましたけど、最後のまとめのところ

で、更に観光資源にもなるんじゃないかというのがありますので、今後の更



なる野望というか展開があれば教えていただければと思います。 

横田氏 ありがとうございます。 

実は内に秘めている野望がちょっとありまして、８年度は体験メニューと

して観光コンテンツ化していきたいと考えています。今、補助の申請をし

て、採択になりますとそちらの方に進めていけるかなと思っております。 

まずは観光客向けのモニターツアーから始めて、外からお金を落としても

らう仕組みをつくっていきたいです。それが漁業者の新たな収益につながれ

ば、漁業所得の底上げにもなりますし、海業の取り組みとしても進めていき

たいと考えています。 

櫻井委員 ブルーカーボンから観光振興まで発展するのは、すごく良い事例だと思い

ます。北海道の他の地域にも刺激になる内容かと思うので、本当は広めたい

な思いますが、一方でライバルになるので難しいところあると思いますが、

ただすごくよかった。ぜひそういうことをＰＲしていただければと思いま

す。ありがとうございます。 

座長 他に何かございませんでしょうか。桑江委員はいかがでしょうか。 

桑江委員 ちょっと音声がいまいちで、よく聞こえない部分もあったのですが。 

最後の方でまとめてお話しようかなと思っていたんですけど、やっぱりブ

ルーカーボンの活動が価値創出につながるかっていうことにやっぱり尽きる

と思うんですね。 

今日は JBE の立場では参加してないので、クレジットの話はあんまりしま

せんけれども、例えばこのブルーカーボン活動イコール、クレジット創出と

とらえてしまうと売却だけが活動原資となってしまうのですが、この奥尻の

例とかもありますように、取り組み自体が新聞とかテレビに取り上げられる

とか、受賞されるとか、或いはこの水産という事業がですね、気候変動にど

う貢献するのかってことが、そういったところも十分取り組み自体の価値創

出となると思うんですね。 

ですから、クレジットで元を取るとかみたいな考え方だと、やはり持続可

能ではないんだけれども、そういった様々な価値創出を想定するってことは

非常に重要じゃないかと思っています。 

それから、そうですね例えばクレジットを 1 つにとっても、やはり或いは

そのブルーカーボンの活動っての 1 つのですね、プロジェクト或いはクレジ

ット、商品として今後とらえるとすると、やはり、活動していたら何かが売

れるとか、そういった何かプロダクトアウトみたいな考え方じゃなくて、や

はりその顧客とかニーズをよくとらえた、マーケティングをやっぱ目指さな

いといけないんだろうなと思います。 

やっぱり声が聞こえませんでしたけど、奥尻の高校生が素晴らしいビジネ

スモデルを作っていますよね。あれこそ本当にマーケットインの考え方と思

うのでやっぱりそういった活動、そういった何かマインドセットがやっぱり

今後重要なのか、それがこのブルーカーボン今後の活動の持続可能性とか発

展に繋がるというふうに考えています。以上です。 

座長 音声が聞き取りづらいようで申し訳ないのですが、おっしゃいましたよう

にクレジットだけでなく、それに派生するような取り組み、まさに奥尻のよ

うな取り組みが今後広がっていけばいいな、そういうところを目指していき

たいなという風に思っております。他にございませんでしょうか。会場及び

ウェブ参加者はいかがでしょうか。（ウェブありませんとの声） 

それでは横田様ありがとうございました。 

続いて第３番目の、道の施策について、事務局の方からご説明させていた

だきます。一括して事務局より説明いたします。 



神﨑補佐 あらためまして、北海道庁森林海洋環境課の神﨑でございます。 

まずブルーカーボンに関する取り組みの推進方向の見直しについてという

ことで、概要版が１枚と全体版がついてございますけれども、一度この協議

会の方でかけさせていただいているところなんですけれども、初めての方も

いらっしゃると思いますので、全体版で、順次ざっとではございますけれど

も、全体を流しながら見直しの部分及び他の推進方向に基づく道の取り組み

の状況等につきまして、加えて説明させていただきたいと思います。 

それでは、１枚目はブルーカーボンについてということで、ここはブルー

カーボンとはどんなものかっていうのを説明しているところでございます。 

次、２枚目につきましては 1－2 としまして、国内外の状況ということで

ブルーカーボンのこれまでの大まかな大きなトピックについて並べているも

のです。今回見直した中で赤字になっている部分、国が温室効果ガスインベ

ントリで初めて計上したことなどについて加えております。さらに下の方で

書いております 25 年の２月に閣議決定されました、国の地球温暖化計画に

係る部分についてもリバイスして記載しております。 

次、３ページ目がクレジット制度ということで、JBE さんのジェイブルー

クレジットについての概要を説明した部分となってございます。 

次に、４枚目は北海道内の藻場の状況等についてということで、国の調査

等の結果について書いたもので、朱書きの部分について、直近の令和６年度

の数値にリバイスしております。 

続きまして５枚目につきましては、北海道の計画等における位置付けと協

議会、本協議会も含めてでありますけれども、北海道全体の北海道水産業漁

村振興推進計画においてもブルーカーボンを位置づけております。そして、

今回の見直しにおきまして新たにブルーカーボンの目標については未定とし

ておりましたけれども、今回決定して盛り込むことに伴いまして、北海道全

体のゼロカーボン北海道推進計画、同時にこの３月に改定いたしますけれど

も、当面 2040 年の目標に北海道として初めてブルーカーボンの目標値を含

んだ形の目標値となってございます。 

そして６枚目からが北海道ブルーカーボン推進に係る、推進方向といいま

すか、取り組みをしていく方向について記載した部分でございまして、６ペ

ージのものが、まず一番下の方にハード対策・効果と書かれてございますけ

れども、これは国の公共事業等を活用しまして、漁場整備を行って、かさ上

げ礁や漁場コンクリートブロック、雑海藻駆除などを行って藻場を回復、増

やしていくという取り組みについて記載しておりまして、次の７ページに、

水産庁さんの水産多面的機能発揮対策事業を活用した取り組みが中心となり

ますけれども、各浜の漁業者の取り組み、藻場保全の取り組み、ウニの除去

や栄養塩の添加、母藻の設置といったようなものについての取り組みを、支

援を含めて書いてございます。 

そして８ページ目。ここは藻場における CO2 吸収量の評価等ということで

ございまして、国の設定状況を鑑みながら今後評価を行っていきますよとい

う形にしていたんですけれども、今回将来目標を設定するに当たりまして、

藻場の吸収量評価ということで、現状値としまして一番下に書いてございま

す通り、2023 年吸収量を 2025 年提出インベントリで全国で 34万とされてい

る中、北海道につきましては 20 万トンということで、上に書いております

通り、国の温室効果ガスインベントリ報告書及び環境省の藻場調査の結果を

参考に、道独自に道内の藻場における現状値 2023 年を 20 万トンと算定して

おります。昨年 10 月に環境省さんの方で算定方法等について、公表された

資料でも 20 万トンとなってございますので、ほぼ同じ数字を算定できたの



かなとは考えております。 

続きまして９ページでございますけれども、ここからは道内でクレジット

取得しやすくするための環境づくりとしまして、クレジット取得促進に向け

た、モデル的取り組みということで、これは令和５年から７年今年度までの

３ヵ年で養殖２ヶ所と、雑海藻駆除や母藻設置、種苗投入といったものを４

ヶ所モデル的な取り組みをしてきております。その取りまとめを今行ってい

るところでございまして、同時に、右側に記載しております、クレジット申

請ガイドラインの作成ということで、これにつきましては、JBE さんでマニ

ュアルを出されておりますけれども、それを少しでも道内の方々がわかりや

すく取り組めるような、ガイドラインというものを、今、案の段階ですけれ

どもできておりましてこれから細かいところ詰めて、近いうちに公表できれ

ばと考えております。 

そして、10 ページ目。地域における取り組みの推進ということでございま

すけれども、ちょっと説明の順番で端っこから説明させていただきますけれ

ども、左の一番下、情報発信、普及啓発いうことで、この当北海道グループ

カード推進協議会の他、各振興局での検討協議会を開催している地域もござ

いますし、各地で年に何回かセミナーを開催してございますのでそういった

場で、普及啓発を行うことを継続して取り組んでおります。そして、その他

のクレジットの有効活用の推進というところで各地で取り組まれている活動

のクレジット化の支援、先進事例の発信でクレジット化の動きの活性化とか

自主的な活動の実際に行われているがクレジット化してないものについて、

クレジット化申請の働きかけを行っていく。右側、多様な主体と連携した新

たな活動の検討ということでクレジット取引を契機とした企業等との連携促

進ということでマッチングであるとか、クレジット購入の働きかけ、下の方

では新たにブルーカーボンに関心があって取り組みたい企業等との連携を進

めていく、協同も進めていることの検討ということでございまして、それに

対する直近の動きとしましては次の 11 ページで地域における取り組み活性

化ということで、そういう取り組みの主体と企業を繋ぎましてプラットフォ

ームっていうものを作ろうということで、この推進方向ができてしばらく経

っておりましたけれども今、鋭意作成中でございまして、なるべく早くそう

いう形にできればということで取り組んでいるところでございます。 

あと、最後に、一番下に書いてございますけれども、目標を新たに設定い

たしました。本道における藻場の機能、水産資源保護育成 CO2 の吸収等を発

注するための藻場の保全創造など、取り組みの推進により、吸収量の確保を

目指すということで 2040 年度における吸収量の目標を 22 万トンとしており

ます。これにつきましては、先ほど説明しました現状値20万トンから2万ト

ン増という形になってございますけれども、北海道内の藻場の状況を見ます

と、海草藻場は増えていますけど、海藻藻場は減少を続けているという状況

の中、海藻の部分が当然、コンブ等水産業と直結する部分でございますが、

そこを 10 年前のレベルにまずは戻しましょうということで、22 万トンとい

うところを目指しております。 

全体として目指す方向としましては、ブルーカーボン生態系の多様な役割

を持つ、藻場の保全創造を推進しまして、水産業の振興とゼロカーボン北海

道への貢献との両立を図っていくというのが目指す方向としております。 

 

それでは続きまして、最後１枚ものとなっております新規北海道ブルーカ

ーボンクレジット創出促進事業としまして、来年度令和８年度から取り組む

ものとなってございます、真ん中の事業内容を見ていただきたいのですが、



先ほど説明しました推進効果に基づき、普及啓発を進めるとともに、クレジ

ットを取得しやするための環境づくりの一環としまして、以下の調査コスト

の低減、算定量の向上に取り組むとしまして、評価コストの低減に向けまし

ては、各地で課題となっております、調査コストがクレジットを上回ってし

まう。できれば、少しでも解消できないかということで、自律型水中ドロー

ンを活用した二酸化炭素吸収量測定によるクレジット申請に向けた吸収量算

定に係る調査コスト経験手法の確保ということで、そういう最新技術を持た

れた企業さんと連携しまして、少しでも早くそういった技術が確立されるよ

うに供に歩んでいくということが一つ、もう一つが算定量の向上につきまし

ては、福島町さんや奥尻町さんの中でもございましたけれども、養殖施設の

係留施設等についているコンブ以外の付着物、付着海藻の炭素量の定量化を

できるだけ効率よく、手をかけずに、何とかできないかいうことで取り組み

を開始していこうと考えております。説明は以上でございます。 

座長 はい、ありがとうございます。 

道といたしましても、まず、ブルーカーボンに関する取り組みの推進方向

ですが、ゼロカーボン北海道推進計画の変更ですとか、あとは国の動き、情

勢の変化などに伴いまして、推進方向の改定を進めているところでございま

す。吸収量の目標を定めることで、年度末での改定を目指しているところで

す。 

説明しましたように、来年度の事業といたしまして、調査コストの低減化

などに向けた取り組みと普及啓発を進めていきたいと考えているところでご

ざいます。ただいまのご説明に対しまして、委員からなにかご質問などござ

いますでしょうか。 

三宅委員 私も常々感じているのが、調査コストですとか、あと、申請の全面的な手

続きの煩雑さ。これをマニュアル化で対応していくということですが、ぜ

ひ、JBE の方にも働きかけて、なるだけ手続きが簡素化されるような方向で

進めていただければと、感じていたところです。 

あと、もう 1 点、例えば今日もウニ殻の話でもありましたけれども、巷で

は二枚貝の炭酸カルシウムも実は炭素の固定にかなり重要な役割を果たして

いるという文献も出てきておりますので、そういうような、今回の道の説明

でいいますと、海の生態系ということなんで、そこも視野に入れながらです

ね、事業を進めていただければというふうに感じておりました。以上です。 

神﨑補佐 ありがとうございました。マニュアル等の簡素化につきましては、JBE さ

んの確からしさっていうところで、なかなか難しいところがあるのかなと思

いながら、問い合わせ等連携しながら、なるべくそのように進むように道と

してもやっていきたいと考えております。 

あと、ウニ殻や二枚貝の部分につきましては、いろいろな議論があるよう

でございますので確かなものが出てきましたら、それこそ研究者の皆さんに

確たる物を出していただきたいところでもあるのですけど、そこができまし

たら、要は人為的に増やす部分を出していけるなら 1 つの手法としてありな

のかな、その辺がはっきりすれば道としても進めていける部分があるのかな

とは考えております。よろしかったでしょうか。 

座長 手続きの煩雑さについてはですね、やはり難しいところもあるので、今ガ

イドラインを作成して、注釈を入れたりしてできるだけとっかかりやすいも

のをですね、皆さんがクレジットに取り組みやすい形で進めているところで

ございます。 

何かその手続き的なところで、桑江さんの方からコメント等あればお願い

したいのですが。どうでしょうか。 



桑江委員 今日は JBE の立場で参加しておりませんので簡単に申し上げますけれど

も、漁業者とか、漁協さん単独でやっぱり申請は難しいのかなと思います

が、やはりそれでもいろんな方々にサポートいただいて、今、87 件まで、プ

ロジェクトが広がっているところでございますので、やはり道をはじめいろ

んな方々のサポートはやっぱり重要なのかなというふうに思います。 

クレジットも言ってみれば、お金に換算できてしまうものなので、簡素化

っていうのとのトレードオフにはやっぱりどうしてもなるってところはご理

解いただけると思います。そういった上で、オンラインシステムとかの整備

を進めるということになります。 

それ以外のところでちょっと私の方からちょっとコメントがあるんですけ

ど時間がもう終わりですか大丈夫ですか。北海道として今 20 万トンで 22 万

トンを目指されているっていうとこなんですけれども、現状インベントリと

かはおそらく、海草スガモとかが結構、道内では大きな割合を占めていると

思うんですね。天然のコンブとスガモは競合をしてしまうので、やっぱり、

海草場って重要なんです。そのトン数っていう目標に対しては。ですからう

まく天然のコンブとかと、スガモなどの海草を共存させるようなことはよく

考えていただいたほうがいいと思います。 

雑海藻駆除で除去してコンブを生やすみたいなことがありますが、そうい

ったところをどうするのか、或いは今後コンブを天然だけでなく、人工で水

産用に養殖するとか、或いは産業としての育成をするとか、うまく共存を図

るようなことをやはり考えていかないと、何万トンっていう目標と実際現場

でやる活動がミスマッチしてしまうかもしれないってところ。それだけちょ

っと述べておきたいと思いました。以上です。 

神﨑補佐 ありがとうございます。事実、桑江先生がおっしゃるとおり、スガモを邪

魔にするっていう傾向は浜にはあると思います。そういう、岩場の間に砂が

たまっているような場所にスガモが生える傾向もありますし、逆にそういう

所に岩などの基質を入れてコンブを生やそうという地域もございます。 

どちらかというと北海道として考えていますのは、漁場として、藻場とし

て衰退したところを、戻していこうというところを主体に考えておりますの

で、その辺は、吸収量という観点のところも多少は頭に入れながら、水産業

の振興というところも私ども水産部局でございますので、重要ではあるんで

すけれども、含めて考えていきたいとは思っております。 

座長 北海道はコンブが全国の９割を占める生産量があって、さらに漁業者の半

分ぐらいが取り組んでいる漁業なので、まずはコンブ藻場っていうところの

重要性っていうのは、北海道としてはやっぱりそこは一番に考えていきたい

と思っているところであるんですけれども、そのスガモとか海草の吸収量に

ついては吸収係数が非常に高いということなので、そこの吸収量とのバラン

ス、藻場のバランスなども考えながら進めていきたいというふうに考えてい

るところでございます。他に何かございますでしょうか。 

内田委員 漁場整備について、今は漁港担当なんですけど、漁場整備に非常に関心が

あってちょっと申し上げたいなと思って、よかったら採用してください。 

漁場整備の増殖場整備が書かれていますが、基本的には投石をしていく公

共工事というのが主だと思うんですね、新規で要するに漁場の施設、増殖場

設置っていうのが、基本的にここで書かれている漁場整備計画の実施という

ことだろうと思うし、これは多分すごく必要なんだろうと思っているのです

けども。 

漁場はどちらかというと海中にあるので、どうしても作ったものを既存ス

トックになかなか目が行きづらい施設だろうなっていうふうに思っていて、



要するに、今まで作った施設がちゃんと藻が生えているのかとか、そういう

メンテナンスがこれから重要になってくるというふうに私は思っています。 

で、漁場整備っていうと新規に施設を設置してくっていうのも中心だと思

うんですけれども、それと同時に、今までの施設について、例えば環境変化

が起こって、起こった結果としてやっぱり藻が生えなくなっている、機能が

低下している部分があると思うので、それをですね、水産基盤整備事業では

回復させるための予算措置も実は可能なんです。 

ぜひですね陸上の漁港であれば、老朽化対策っていうことで、補修できる

んですけれども、ぜひ、漁場の方も作ると同時にこれまでの増殖場の機能を

回復させるための事業というのも、あんまり実は全国でやられていなくてそ

れが必要なんだろうと思っているので、是非ですねそういうものに取り組ん

でいければなと思います。 

これですね、組織からすると、実は機能回復っていうのはハード整備だけ

じゃなくてソフトも必要になってくると思うんですけれど、それが公共事業

でできるんですね。多面的事業なんかでしかできないようなものっていうの

も、ちゃんと計画を立てれば、ハードの公共事業の中で実は対応できるスキ

ームがあったりするので、ものすごく漁場整備っていうのは実は柔軟でいろ

んなことができる制度なので、ぜひそういうものを活用して、既存の漁場施

設の機能回復に取り組んでいただければというふうに思っています。具体的

にはですね、ストックマネジメント事業っていうのが、どの公共事業でもあ

るんですけれど、漁場も実はつくれるんですね。増殖場のストックマネジメ

ント事業っていうのが、老朽化対策なんていうことで。これを使うと、定期

的にブロックの投入だけじゃなくて、こういうメンテナンス系の促進、雑海

藻駆除だとかが公共事業でできるスキームがあって、そういったものを含め

て、私ちょっと広めていきたいなと個人的に思っているので、道庁さんも結

構いろんなところで、増殖場の整備とかやられているのであれば、実験的に

ですね取り組んでいただければ大変嬉しいなと思っています。 

もしもやるのであれば計画書の書き方だとか、協力いたします。いいなと

思ったら、採用してください。 

座長 既存の漁場の手入れっていうのは非常に重要だと思いますし、全く新しい

ところっていうよりは、昔作った施設を手をかけていくっていう方が効果

的・効率的であるのかなと思いますし是非色々と教えていただけばと思いま

す。 

堀委員お願いします。 

堀委員 道の目標値なんですけれども、これは天然の藻場だけで数字を作られてい

るのでしょうか。 

神﨑補佐 はい、そのとおりです。今のところ天然の藻場だけで考えています。 

座長 国の数値を作ったときは、やはり日本全国の養殖面積を把握するのはちょ

っと難しいということで、養殖の方は外れておりましたけども、道の方でで

すね、実際、すべてでなくてもある程度把握できるというのであれば、これ

からもう少し温暖化が進んでですね、各地で天然藻場ではなくて、コンブ養

殖の方にちょっと展開していかないといけないなと活動を始めているところ

も結構あると思いますし、先ほどの奥尻町さんの、本当に何といいますかね

人工藻場というような使い方もこれから出てくると思いますし、今日の最初

の環境省のご講演の中でもこれから大規模という話も出てきているので、も

し、計上できる余地があるのであれば、これからその天然藻場の部分だけで

はなくて、そういった、我々が手を加えて活動していく部分の、海藻の部分

も加えて計算していくっていうのは、ちょっと大事になるんじゃないかな



と、北海道ならそれができるじゃないかなと思いました。 

神﨑補佐 ありがとうございます。 

実際に今回の目標値の中に算入はしていないんですけれども、すでに JBE

さんのクレジット取得している中でも、今日発表があった福島町さんは１大

養殖地帯ですし、その他、函館市の南かやべ地区では道内で一番大きい

3,000 トンっていう、他の吸収量に比べるとわずかな量でしょうけれども

3,000 トンという吸収量というところで、あとは利尻・礼文も養殖地帯でブ

ルーカーボンクレジットとして申請されていますので、実際もうクレジット

化している部分はあるんで、それを目標値としてどう盛り込んでいくかとい

うのは、今後どう伸ばしていくかというところもあります。 

その辺もなかなか、先ほどあったとおり人が減って、規模も減っていく中

でどう見ていくかという非常に難しいのでその辺を鑑みながら今後、検討し

ていきたいと考えているところです。 

座長 今回、天然藻場だけの目標値になっているんですけれども、国の動きです

とか状況を見ながら、それを盛り込んでいくのかどうかについては今後検討

していきたいと考えております。他に何かございませんでしょうか。 

櫻井委員 事業の 1 枚紙の方の説明の中で、例えば調査コストの低減という話があり

ましたけど、今、我々（開発局）でも、藻場の吸収量を、例えばドローンや

ＡＩを使って算定できるシステムを開発しています。来年度は、開発したも

のを普及させるため、実際にどのように使えるかを実証予定です。これがコ

スト縮減に繋がればと思っていますが、また情報共有できればと思っており

ますのでよろしくお願いします。 

あと、もう 1 つ後ろの目標の話は、先ほど桑江さんの話を聞いてわかった

んですけど、一見ミスリードしてしまうので、天然藻場ですとの明示が必要

かと思いました。よろしくお願いします。 

座長 吸収量の算定などについて、そのようにさせていただければと思います。 

仲岡委員 いろいろな取り組みの推進方向の見直しなど重要な論点が議論されている

と思いますが、よりブルーカーボンに携われる人を増やすっていうことで改

定していくことは重要だと思うんですが、やはりその際にですねどんどん増

えてくると、やはりグリーンカーボンでも起こっていますが、ブルーカーボ

ンが競合状態になると、安い、質の悪いものに、良貨が駆逐されるような状

況が出てくることが考えられまして、それは何かというと科学的な正確性の

確保をちゃんとしないと、先ほど桑江さんも仰ってましたが、申請が簡単に

なるというのが、ともするとなにか間違っている前提をちょっと踏襲して正

しくない方法でやるとか、そういう形になりがちな部分があります。科学的

にもブルーカーボンはまだ不確実な所があってこれからまだ値が変わってく

る、算定推計値が変わってくる可能性もあって、特に私が恐れているのは、

これまでの値よりも実際は低かったってなったときに、みんなが前の値を使

いたいからといって、ちゃんと改定しないとかそういうのが増えてくると、

これはグリーンモッシュだという感じになって、ブルーカーボン市場全体が

信頼を損ねるようなことが起こりうるので、やはりガイドラインとか、どっ

かに書く必要があるかどうかわからないんですが、いろいろ促進するための

方法は重要ですけれども、科学的な正確性は必ず担保するような指導という

か、あれですね、やり方というのは言うのは簡単で実際は難しいですけれど

も、ともするとどうしても簡単な方に流れると、正確性も損なわれる可能性

が多いというのはよく聞く話ですので、そこは道がこういったからこうなっ

たんじゃないかならないような、科学としての正確な部分は担保して、なお

かつはやはり、普及させるっていうところで、ちょっと矛盾するような、や



りづらい状況もたくさん出てくると思うんですが、その点を考慮に入れてい

ただければと思います。 

座長 ありがとうございます。科学的に信頼性ということでそこが重要だとよく

理解しましたので、この正確性を担保しつつ、取り組みやすい形にできれば

と思います。他に何かございませんでしょうか。 

会場及びウェブ参加者の方からなにかございませんでしょうか。 

道の施策については、以上にしたいと思います。 

５番のその他について事務局から（特にございません） 

全体を通して何かございませんでしょうか。桑江さんどうですか。 

桑江委員 特にございません。 

座長 それではですね、少し時間が過ぎてしまいましたけれども、これで予定し

ていた内容について、終了いたしました。 

本日は、多くのご意見いただきまして本当にありがとうございました。い

ただいた意見を参考に、本道における取り組みが進むよう引き続き取り組ん

で参りたいと考えてございますので、皆さまご協力のほどよろしくお願いい

たします。 

それではですね、以上をもちまして、令和７年度第１回北海道ブルーカー

ボン推進協議会を終了いたします。長時間にわたりましてどうも、ありがと

うございました。ウェブ参加者の皆様もどうもありがとうございました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


